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　私は2015年４月に大阪府立大学から早稲田大学人間科学
部に赴任してきた。それから約一年が経過する。学風の違
いなどカルチャーショックも大きかった。また学生の気質
などにも違いが見られるように思うので、そのあたりのこ
とを含め、書いていきたい。
　赴任前に勤めていた大阪府立大学は、大阪府が設立した
公立大学である。大阪府には三つの国公立大学がある。大
阪大学、大阪市立大学、大阪府立大学だ。それぞれ規模も
大きく、しっかりとした基盤を持った大学である。
　大阪府立大学は、学費も比較的安く、卒業生の多くは関
西の企業や自治体に就職する。学生は基本的にのんびりし
ており、どことなくなごやかな感じのキャンパスである。
大学に対する愛校心というものは、あまり見られないよう
に思われる。
　そのような大学にいた私は、昨年の４月１日に早稲田大
学にやってきていきなり驚かされたのである。辞令をいた
だいた翌日に早稲田大学の入学式に出ないといけないとの
ことで、朝早くに早稲田キャンパスに行くと、到着まもな
くいきなりガウンと角帽を着て、入学式の壇上に並んだの
であった。目の前は入学する学生とご家族が一面海のよう
に着席している。その中で応援団による校歌斉唱が始ま
る。フロアでは腕を振り振り校歌を熱唱している方々もい
る。数日前まで大阪府ののんびりした公立大学にいた者に
とっては、あまりの状況の変化に驚きを禁じ得なかったの
であった。
　辞令交付式のときにいただいた早稲田大学についての資
料の多さ、重さ、美しさにも驚かざるを得なかった。前大
学では、美しいパンフレット等はほんの少しで、あとは教
員や職員が自前で作ったコピー用紙をたばねたような資料
がほとんどであった。私はなんて財政的に豊かな大学に来
てしまったのだろうと驚愕したのであった。それらの資料
を熟読し、大学の方々と話をしていて感じたのは、早稲田
大学に対する強烈な愛校心の存在である。パンフレットや
資料の隅々から、愛校心がにじみ出ている。というよりも、
愛校心をにじみ出させるような仕掛けが、この大学のあち
こちに数多く埋め込まれているという感じである。
　実は、これは私がはじめて感じる雰囲気なのである。私
は東京大学を卒業したが、1980年代の東京大学のキャンパ
スには愛校心などというものはほぼ存在しなかった。そ
の後、京都府の国立研究所と大阪府の公立大学で働いたが、
そこにも愛校心は希薄であった。独法化前だったので、職
員の方々も研究所や大学の専属ではなく、何年かしたら
霞ヶ関に帰ったり、文部省（当時）の別の施設に移ったり、
府の他機関に移ったりしていた。教員もどんどん流動して
いくし、学生もまた四年間で次々と卒業していく。そうい
う状況では愛校心は育ちにくいであろう。
　そういう環境しか知らなかったので、早稲田大学に充ち
満ちている愛校心（歴史的な基盤のあるものあるいは仕掛
けられたものとしての）は、私にとって強烈な異文化体験
なのである。これについては今後も内部からのフィールド
ワーク調査を続けていくことにしたい。
　さて、私は人間科学部の健康福祉科学科に所属してい
る。学部では「バイオエシックス」、大学院では「バイオ
エシックス・生命の哲学」を教えている。バイオエシック
スは、生命倫理学とも呼ばれる。生命科学や医療の進展に
ともなって生じてきた難しい倫理的問題を考える学問であ
る。現在では、さらに環境倫理学や研究倫理学とも連携し
て大きな変容を遂げようとしている。早稲田大学人間科学
部は、実は、日本におけるバイオエシックスの草分け的な
存在なのである。人間科学部が創設されたとき、その創設
メンバーであった木村利人教授が「バイオエシックス」の
講座を日本で始めて作ったのである。木村先生は退職され
た現在も学会等でご活躍である。木村先生が人間科学部で
指導された学生・院生で、現在この分野で活躍されている
研究者の方も何人かおられる。木村先生のご努力によって、
早稲田大学人間科学部のバイオエシックスは海外でも知ら
れている。
 木村先生を引き継がれた土田友章教授は、日本で最初に
研究倫理の授業を創設された。その当時、日本ではまだ研
究倫理教育の重要性はほとんど認識されておらず苦難の出
発であったと推察されるが、近年相次ぐ研究不正事件に
よって、現在、研究倫理は日本の倫理学界の最大のトピッ
クとなっている。大学における研究倫理教育では、土田教
授が作り上げたシステムがその先頭を走っている。
　この両教授が作り上げた名声と資産を、これから私は受
け継いでいき、さらに新しい方向へと発展させないといけ
ないというわけなのである。考えてみればこれはかなりの
重責であり、どうすればいいのかと戸惑うばかりなのだが、
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昨年、学会で久しぶりに木村先生にお会いする機会があり、
そのときに「君の好きなようにやりなさい」と励ましてい
ただいたので、それを信じて両教授の資産を継承しつつ新
しい道へと進んでいきたいと考えている。
　いま私の研究室で試みている新機軸のひとつに「哲学カ
フェ」がある。哲学カフェは、近年の哲学界で注目を集め
ている哲学的実践である。日本では大阪大学の臨床哲学研
究室での試みが発火点となった。哲学や倫理学というと、
難しいテキストを読みながら議論を重ねるというイメージ
があるが、それだけでは学生や一般市民から縁遠いものと
なってしまう。そこを打破するために、街の喫茶店などの
場所を借りて、一般市民の方々に集まってもらい、たとえ
ば「お金」とか「健康」などのお題をひとつ出して、参加
者全員が自由に討議をするという試みが始められたのであ
る。お茶やお菓子をいただきながらリラックスして行なわ
れるので、「哲学カフェ」という名前がついた。
 哲学の専門家がコーディネーターとなって実際に自由討
議をやってみると、議論に驚くべき展開があったりしてた
いへん刺激的である。森岡研究室では、ゼミ生・院生・一
般学部生で哲学カフェを行なっており好評である。将来的
には、哲学カフェをコーディネートできる人材を育てたい
と考えている。哲学カフェは、現代哲学の一般社会へのア
ウトリーチの試みでもある。
　また昨年から「現代哲学ラボ」という連続公開研究会を
都内で開催している。これは日本の哲学研究の最先端で活
躍されている方々をお招きし、その研究成果のレベルを
まったく落とすことなく一般市民に伝え、議論を喚起する
という試みである。カルチャーセンターとは一線を画する
もので、実際、内容の難解さに参加者たちが頭を抱える展
開もあるが、現代哲学のこのような社会的還元の場所はあ
まり存在しないので、これを森岡研究室の顔のひとつとし
て継続し、関東の哲学シーンを活性化させていきたいと考
えている。いまのところ好評で、第１回会合には100名の
参加があった。
　また昨年バルセロナで「欧州日本哲学研究ネットワーク」
の第１回会合があり、世界の日本哲学研究者と交流してき
た。私は「まんがと哲学」について話をしたが、彼らの興
味関心は強く、今後、現代の日本哲学を海外で展開する足
場をつかんだように思った。これまでの日本の哲学界は海
外からの輸入で生計を立てていたが、その時代は終わりつ
つあるだろう。今後、日本からの発信に力を入れたいと考
えている。
　このような感じで、今後も早稲田大学人間科学部の名に
恥じないような教育と研究を展開していく所存である。
